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（入門講座）事家内講式

事
業
が
は
じ
寄
り
ま
仁
私
、
！

’E ：？－.主主依会長相会梅本亨

5
月
日

日

（
金
）
釧
路
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
釧
路
町
手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
事
業

｛入
門
講
座
】

の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
こ
の
事
業

は
、
聴
力
及
び
言
語
障
が
い
者
（
以
下
「
ろ
う
あ
者
」

と

い
う
。）
の
意
思
伝
達
手
段
で
あ
る
手
話
の
指
導
を
行
い
、

手
話
奉
仕
員
を
養
成
し
、
ろ
う
あ
者
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
初
心
者
を
対
象
と
し
た
入
門
講
座
と
あ
っ

て
、
定
員
の
別
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
開
講
式
に
は
、
豊

沢
会
長
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
出
席
頂
い
た
、
釧
路
町
関

向
福
祉
課
長
、
釧
路
聴
力
障
害
者
協
会
新
沼
副
会
長
を
迎

え
、
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

講
座
は
、

5
月
凶
日
か
ら
ロ
月
5
日
ま
で
の
毎
週
金

曜
日
、
全
mu
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

ふれあし反訴ワーク
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社協だよ りは、共同募金配分金を受けて発行してお ります．cf 
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5
月
却
日
（
木
）
釧
路
町
公
民
館
に
お
い
て
、

平
成
部
年
度
釧
路
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
期

－
P
．

総
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
方
々
が
役
員
に
就
任

、

ふ
い
た
し
ま
し
た
。

5
月
四
日
（
月
）
に
開
催
し
た
評
議
員
会
に

・

【会

長

｝

宮
城

お
い
て
、
次
の
方
々
が
役
員
に
就
任
い
た
し
ま
し
J

【副
会
長
】

西
井

た
。
ま
た
、

6
月
2
日
（
月
）
に
開
催
し
た
第
2
回

一

鎌
田

理
事
会
に
お
い
て
、
会
長

・
副
会
長
2
名
が
選
任

一
監

弦

間

さ
れ
ま
し
た
。

一

菊
入

【会

長

】

豊
沢
光
成
さ
ん
（
学
識
経
験
者
）

【副
会
長
】

中
田
妙
子
さ
ん
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）
一．

宍
戸
君
子
さ
ん
（
保
護
司
会
）

｛理

事

】

佐
々
木
勝
雄
さ
ん
（
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
）

佐
藤
美
代
子
さ
ん
（
赤
十
字
奉
仕
団
）

宮
城
冨
吉
さ
ん
（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

青
木
孝
子
さ
ん
（
更
生
保
護
女
性
会
）

西
野
幸
子
さ
ん
（
共
同
募
金
委
員
会
）

笠
島
光
雄
さ
ん
（
民
生
委
員
協
議
会
）

清
野
勉
さ
ん
（
せ
ち
り
地
区
連
町
）

中
野
興
東
さ
ん
（
遠
矢
地
区
連
町
）

石
山
強
さ
ん
（
昆
布
森
西
地
区
連
町
）

寺
津
久
男
さ
ん
（
昆
布
森
東
地
区
連
町
）

秋
森
馨
さ
ん
（
別
保
地
区
連
町
）

伊

藤

悌

二
さ
ん
（
新
東
陽
町
内
会
）

【監

事

】

蓮
沼
清
さ
ん
（
学
識
経
験
者
）

真
鍋
雅
史
さ
ん
（
学
識
経
験
者
）

（
）
内
は
選
出
区
分
で
す
。
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社
会
福
祉
協
議
会
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老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
】

冨
吉
さ
ん
（
恵
寿
会
）

年
昭
さ
ん
（
曙
会
）

精
一
さ
ん
（
老
者
舞
会
）

利
実
さ
ん
（
双
樹
会
）

紀
之
さ
ん
（
緑
寿
会
）

）
内
は
所
属
単
位
団
体
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
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5
月
8
日
（
木
）
釧
路
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
平
成
お
年
度
釧
路
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の

方
々
が
役
員
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

【

A
E

【監

事

俊
勝
さ
ん

（
ア
イ

・
ウ
イ
ル
会
）

み
よ
さ
ん
（
ツ
ル
の
会
）

妙
子
さ
ん

（
ふ
き
の
と
う
の
会
）

斉
藤
都
志
子
さ
ん

（心
の
窓
釧
路
町
自
然
の
家
）

宍
戸
君
子
さ
ん

（
釧
路
町
更
生
保
護
女
性
会
）

（
）
内
は
所
属
単
位
団
体
で
す
。

長

倉
井

【副
会
長
】

中新
田 j賓

ど
う
ぞ
、

邑

咽

fr「

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
d

，ト、．唱
－移

ー

ー，
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多
年
に
亘
り
釧
路
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
役
員
と
し
て
福
祉
の
推
進
に
寄
与
し
、

功
労
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
表
彰
状
を
贈

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【理

事

】
宍
戸
君
子
さ
ん

【監

事

】
蓮

沼

清

さ

ん

－~争
事、

1111 
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彰孟
苓フ、
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ゎZ
れ冨
ま
し
すこ
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6
月
4
日
（
水
）
釧
路
キ
ヤ
ツ
ス
ル
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
平
成
初
年
度
釧
路
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
総
会
並
び
に
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
議
で
は
、
初
め
に
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
長
年
に
百
一
り
各
町
村
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
役
員
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
個
人
及
び
民
間

団
体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

釧
路
地
区
で
は
、
総
勢
叩
名
の
方
々
が
授
与

さ
れ
、
当
町
か
ら
は
4
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
、

当
日
は
2
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た。

表
彰

式
の
後
に
は
、
平
成
部
年
度
総
会
が
行
わ
れ
、

平
成
お
年
度
事
業
報
告
・収
支
決
算
並
び
に
平

成
初
年
度
事
業
計
画
（
案
）
・
収
支
予
算
（
案
）

が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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平成26年 8月

副，

老
人
ク
ラ
ブ

緑
寿
会
｛
チ

l
ム）

4
連
覇
達
成

7
月
3
日
（
木
）
釧
路
市
市
民
ゲ
l
ト
ボ
ー
〆

l
ル
場
で
、
健
康
増
進
と
親
睦
交
流
を
目
的
」

に
「
第
お
回
釧
路
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た。
釧
路
地
区
6
町
村
の
代
表
四
チ
l
ム
が

出
場
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
J

釧
路
町
か
ら
は
、
緑
寿
会
（
北
見
団
地）

が
出
場
し
、
強
豪
を
相
手
に
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
順
当
に
勝
ち
進
み
、
決
勝
で
は
、
厚

岸
町
代
表
縞
阜
県
チ
l
ム
を
下
し
、
見
事
に
4

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

りよだ

場婚しずと主守男E会手ーふのtg:(A"""f苛．

協社(3) 

’匂

合
釧路町社会福祉協議会で運営している居宅介護支援事業所と訪問介護事業所をご紹介します。
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あ利所．．．．．．サ伝るを 匡
客用・ホ福介ft＇［！： 介 lいだ安全包
様料シ ｜祉護：lg護ピさめ心：i毛
の盆ヨ人用サ保保！こスせのしがイ~
ご ｜丈具｜険険関内て手て I必益
負 皐 ト ぶ 讐 ビ 等 申 す 容 い 続 送要警
担割 ス 与 ス ・請る だきれな曹
は芥 テ パ了計公 ・ご だやる万盃
あ護 イ｜購画的 更 相 き調ょ が 璽
り 保 施 事 入（サ新談 ま整う 塞
ま 険 設 業、 ケ ｜代 すを｜こ住 蚕
せか な 所住アビ行 。、 、み理
んらどや宅 プス ケ 介慣 所
。支 の ヂ改ラ の ア護れ
払ご主修 ン慣 マ保だ
わ紹 ＋＋の ） 報 ネ険 ι
れ介子手の 提 シ制自
ま ム続 作供 、A ..－..ヤ度 宅
す L き成 、.~~ 工ど ·~ Iをで
の 2- ／，＇~電L j が利 の
で 事 I .：竺ヲー】’ お用生

業 ι~ ，＃；：， 手す活、vザャA V ぜ‘，A p ぜ

居宅介護支援事所業・訪問介護事 ぜ家保 童古
業所ともに利用できる方は、劃｜詣 て庭険ホ 箇
町に居住している方です、 いでで！ ！史

三 定安定ム ず子
《 だれめへ 込

む δ 行らル霊‘ まァれパ 豆Z
議 Eじ 究書丈ム 茎

行老草援 為 ＊調の ｜こ． 触 っ ・ サ らい μ 竺三

吉訪問手i訴事自主~~震 L .~zi 所
裂選会星雲雪話妥Z言自省主A f; E呈
｜こ婚ふ行が 基 旦濯居：サ用 ：容 る差簡
な葬き 為 居 i 百・室利｜者食 よ4ヰ セ

リ 祭、、宅人生 ご の用ビ様 事 うパ 2
まヘペ大 ！こ以 岩 本 清 者 ス の や 巴し：宝

充実と供給げ手。斡 封書
。出の 、い 為 固 定ご会 ！こ 伝慣、
の世庭 時のめ本対直 排 いれ介
同賓 のの行の人 主接せ さだ護

相
談
豆
付

時

間

午
前
8
時
何
分
か
ら
午
後
5
時
内
分
ま
で

※
土・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

（
ロ
月
引
白

か
ら
1
月
5
日
ま
で
）
を
除
く。

ご
利
用
の
仕
組
み

E
E
I
E
S
F
 

介護保険の申込み万法や利
用できるザーピスなど、
お気軽巴ご相談ください。

i
i
i
j
i
t－
－

J
 

Z
し

宅
だ

自
い

ご
い

が
伺

一
お

ヤ
を

ジ
話

ネ

お
マ
し
。

ア
問
す

ケ
訪
ま

)_  

事前訪問

Lー

介麗サービス 要介護認定iこ基づいて介護
計画作成 サービス計画を作成いだし

メー ます。

確認・諸手続きサービスの内容の確認・説
明 ・掛包等の諸手続きを行 t

います。 J 

A
 

，

L
V
 

i
i
4
J
利
用
料
金

介
護
保
険
制
度
巴
お
い
て
定
め
ら
れ
定
額
（限
度

変
を

リ

巴
容
額
以
内
）
の
田
町
目
ハ1
劃
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
o

E
内
九

hu
ス
問

活
ピ
A

時
十
一
泊

況
臥
愚

状

れ

変

の
あ
、

身
が
正

心
化
修

始開スピサ

時相
談

悶害
午
前
8
時
何
分
か
ら
午
後
5
時
市
分
ま
で

※
土

・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
（
ロ
月
引
巴

か
ら
1
月
5
日
ま
で
）
を
除
く。

サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

午
前
7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で

（年
中
無
休
）

祉
会
福
植
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担
の
軽
減
制
度

所
得
が
低
＜
特
区
生
計
が
困
難
な
方、
か
、
社
会
福
祉
法
人

等
の
提
供
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
だ
場
合
、
利
用
者

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
申
請
は
釧
路
町
介
護
高
齢
課
で

す
。
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事業説。日・講習会。窃初句ゼ

平成26年8月26日（火）
8月2ワ目（水）

してさみ こラ セあ
た参んた参とツ今ンい平
。加のい加がク回タぱ成
者 声 J者でスは ll 26 t 
とが 「かきヨ 会 ι 
おあ呼らまガグ員ふτ
子り吸はし講ツ交れ員
さ、法 た座ド流あ
んまが初 。」智会い 10
にた大め を 仁 が ホ 日
つ講切て 開先行 l,----. 
い師なの 催生わルさ
ての内経 しをれに
の先た験 、講まて釧
話生とで 心師し釧路
にもわし 地にた路町
花働かた よ「 。町保

叩ロロロ明。ロロロ口口口ロロロ口吋 長ム~~ は 言語
~ ~r4 ＿，！ 、 三時五2昨 日

（.ー唄 ・.. ' U て ん ど や 過 め ポ ジ
！~·＂＇ ¥i_vy ・J、ツ ’ 向 て いとたつ ごの lタ
圃圃 rτ ・阻 官官 .... ~－ 、A ましくて すリ ト l

事業説明・講習会tI 孟餅哲弘巳コ8ロロロ 〕ロロロロロロロ［

るしま色つ対参保 し事 ホ 路 d寵ム 上工盟主

事てし々て処加育セた業 l町平
を頂たたよで者士ン 。説ル保成
期き 。めかきの、タ 明に 健 26
待ま今につる方救 l ・て福年
しし固なたかか命の 講 釧 祉 5
てたはつ J 心ら救概 習路 セ 月
い 。両た－ ~~は急要 会町ン 26
まセ方二「 0 －，士説 が 子 タ 門
すン会な自で救に明 2育 l口
！！タ 員 ど身も急ょや 日 て あ 官

l 3 ともこ法る保 間サいこL
の名い子うは講健 にポぱ
新がう育いい習師 渡 ll竺
し受声てう ざが、 りトる口
い講が中機と行栄 行セふつで
力し聞な会いわ養 わンれとう
と登かのがうれ士 れタあ
な録れであ時、、 ま ｜ い 釧

旨6

りよだ協社平成26年 8月

と
っ
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
し
た
ふ

－m
 

‘ 
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10:30～1 6 : 
10:0 0～1 6 : 

会員登録lこは事業説明講習会の参加が必要です。参加してみまぜんか？

魯 託児もありますo子育て中のお母さん万も参加できますよ企

釧路町子育てサポートセンター電話40-5220/FAX40-5255まで

・ ・ 脅 ・ 0 ・ ~ .e. ~ ..・ 脅 ・0・当ぽ~ . 6 . tJ; • 

＠会合締切ra
8同IGO（虫）ど布。

'fa<"C.h(J)釜加

3'i靖ちしとおりま布。



協

富
小
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平成26年 8月

玉県右 、 ~／ 11 :lf}町オ；弓〉子ィア十〉今－1:::1ま10の
;f弓〉子ィア団τ;f7ザ営主主しlいま守。今回lまそ

の中のーでコ主ご紹介します。

りよだネ土(5) 

月・火 ・木・金

10時 15分～11時

富原小学校図書室

上靴

図書貸し出し手伝い、

本棚の整理、図書室の掃除

女曜日

女時間

食場所

女持ち物

古内容

毒

7月1日取材の定めお邪魔しましだ。 ー

皆さんで体操を少し行い、美味しいお昼御

飯がで、きるまでお楽しみのおしゃべりタイムJ
会の雰囲気はとってちにぎやかで‘「みんな

で集まって話をするのが楽しみ。」「お休みす

るひとがいると寂しいよ。」などという声が聞

かれ、皆さんこのふきのとうの会在楽しみに ’

しているんだなあと感じまし走。

この日は天気が良かっ疋ので、窓を開けて

気持ちいい風を浴びなが5会話を楽しんでい

まし疋。

お昼ご飯のメニューはやわ5かいチキンカ

ツで皆さんちりちり食べていました。（（コ《））

ボランティア

情報
一ー－ーニ ニニ二 ニニニJ

（プ二二＝士コ士コ：；－＿-

皆7ザ'Jまキ1¥f

↓会話t｛~面;J.ま苛1-JI

奪回
研

笠

i 
集翌
マ
開
催

6月23日（月）釧路町保健福祉セン

ターにおいてTl¥ランティア連絡協議会

第9回研修会継続事業 【作業部会V〕

が行われまし走。 この研修は平成25
年度第9回研修会の継続事業で「我が

町に求められる高齢者福祉サービスと

は」をテーマに今後のボランティア活動

について研修をしてきだちのです。

合同は、作業部会4回、全大会1回
で協議してきた内容をまとめ、釧路町

介護高齢課佐藤課長と釧路町社会

福祉協議会豊沢会長を招いて意見－

i情報受換を行いましだ。

平成24年度よりお手伝いしている富原小学校図書ボラ
ンティアですが、ボランティアさんの協力により予どち疋ち
がだくさん利用するようになり図書室を開ける曜日が増え
まし走。ですが先生や図書委員だけでは貸し出しに手が足
りずボランティアさんの力を必要としています。
地域の万々どうぞボランティアにご協力お願い致します。

道

都合の良い曜日、来られる目だけでも

穴文夫です。見学も大歓迎です。（事前に 。

ご連絡ください。｝

お問い合わせは・・

富原地揚コーディネーター
鈴木麻由子 865-9428まで

~ 

主，，，:lf}町立士会福祉協議会アl＇・実梓しマいるいきいきサロ／＼立

つ団埠マす。今回t立、その申の－＂＂）主ご紹介します。

~1""'7<0<1'~まり

7月9日、この日はいつtのサロンとは活動場所在移し別保

はなしのぶの皆さんと美昧しい飯子作りです（万）

はなしのぶ、の皆さんとは月1回程度、手芸や工作を行つ走り

様々な交流をしているそうです。

利用者さんと一緒に話をしながら材料をこねて包みましだ。

周りはにんにくとこうのいい香り。「あら失敗し走。 」「合度は’

うまく包め疋よ。」なと、とみなさん笑顔で、盛り上がっていまし疋 a

よ。たくさんの飯子が出来上がりましだ。
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TELOl54・40・5220

FAX 0154-40-5255 

ご憲貝ご感踊をお寄ぜく定きい。


